個人情報保護について契約書に記載すべき条項
○委託契約書を作成する場合は以下の条文を入れてください


（個人情報の保護）
第○○条　乙は、この契約による事務を処理するため個人情報（長浜市死者の情報の取扱いに関する条例（令和５年長浜市条例第２５号）第２条第２号に規定する死者情報を含む。別記「個人情報取扱特記事項」第１４条を除き、以下同じ。）を取り扱うに当たっては、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）、長浜市死者の情報の取扱いに関する条例及び別記「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。
（秘密の保持）

第○○条　乙は、業務遂行上知り得た情報を他に漏洩し、または他の目的に利用してはならない。また、これらの可能性を事前に排除するような十分な注意を払うものとする。

２　甲および乙は、業務遂行に関連して相手方から取得した相手方の業務上の資料または情報を、相手方の文書による承諾なく目的外に使用したり、第三者に開示してはならない。なお、この規定は、本契約終了後または解除後も同様とする。

（情報の提供等）

第○○条　甲は、委託業務の処理に必要と甲が認める情報を、本契約締結後、速やかに乙に提供するものとする。

２　前項のほか、甲は、甲が委託業務契約の処理に必要と認める場合、甲が保有する原票、資料、コンピュータ機器等を、乙に提供しまたは貸与するものとする。

３　乙は、前項により甲から提供または貸与を受けた物件を、業務終了後、速やかに甲に返還するものとする。

４　乙は、甲から提供または貸与を受けた情報を自己の情報と同等の注意義務をもって管理し、業務遂行上知る必要のある者のみに必要最小限の情報を開示するものとし、その他の者には情報を開示しないものとする。

